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林
野
火
災
を
み
ん
な
で

　

予
防
し
ま
し
ょ
う

　　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
や
す
く
な
り
、強
風
や
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
等
の
原
因
が
重
な

る
と
林
野
火
災
の
可
能
性
が
大
幅

に
上
昇
し
ま
す
。

　
火
は一旦
燃
え
広
が
る
と
瞬
く
間

に
拡
大
し
、西
川
町
の
美
し
い
山
林

が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、人
家
や

人
命
等
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
や
む
を
得
ず
火
入
れ
を
行
う
場

合
は
、町
の
許
可
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、役
場
み
ど
り
共
創

課
ま
た
は
消
防
署
西
川
分
署
に
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
野
外
で
の
草
や
剪
定
し
た
枝
の

焼
却
等
は
極
力
控
え
ま
し
ょ
う

　

詳
細
は
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
か
、「
西
川
町　
火
入
れ
」「
西
川

町　
火
の
取
り
扱
い
」で
検
索
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
み
ど
り
共
創
課　
森
林
活
用
係

（
奥
山
）

☎
0
2
3
7
‐
８
４
‐
０
０
２
７

林
野
火
災
注
意
報
・
警　

　

報
が
発
令
さ
れ
ま
す

　

令
和
８
年
１
月
１
日
よ
り
林
野

火
災
の
発
生
危
険
が
高
い
時
に
は

「
林
野
火
災
警
報
」や「
林
野
火
災
注

意
報
」が
発
令
さ
れ
ま
す
。

〇
対
象
期
間　
毎
年
３
月
～
６
月

〇「
林
野
火
災
注
意
報
」

　

降
水
量
や
乾
燥
と
い
っ
た
条
件　

に
よ
り
林
野
火
災
が
発
生・
延

焼
し
や
す
い
危
険
な
状
況
に
な

っ
た
時
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

　
注
意
報
発
令
区
域
の
人
々
に
、屋

外
で
の
火
の
使
用
等
の
禁
止
の

努
力
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

〇「
林
野
火
災
警
報
」

　
林
野
火
災
注
意
報
の
条
件
に
加　
　

え
、強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、

発
生
し
た
林
野
火
災
が
大
規
模

に
な
り
や
す
い
状
況
に
な
っ
た
時

に
発
令
さ
れ
ま
す
。

発
令
地
域
で
は
屋
外
で
の
火
の

使
用
等
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

注
意
報
・
警
報
発
令
時
は
屋
外

で
の
火
の
使
用
を
避
け
、林
野
火
災

の
防
止
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　

林
野
火
災
警
報
・
注
意
報
の
詳

細
は
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

「
山
形
県　
林
野
火
災
注
意
報
・
警

報
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
」で
検
索

を
お
願
い
し
ま
す
。

1 １



問
み
ど
り
共
創
課　
森
林
活
用
係

（
奥
山
）

☎
0
2
3
7
‐
８
４
‐
０
０
２
７

 

﹁
自
生
山
菜
﹂の
出
荷
・

販
売
時
は
放
射
線
物
質

検
査
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

　　　
こ
れ
か
ら
「
自
生
山
菜
」
の
発

生
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◯「
自
生
山
菜
」を
採
取
・
出
荷
さ

れ
る
方
は
、食
品
衛
生
法
第
３
条

に
基
づ
き
、出
荷
前
の
放
射
性
物

質
検
査
を
徹
底
し
、安
全
性
を

確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、出
荷
・
販
売
に
は「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
通
信
販
売
」も

含
ま
れ
ま
す
。

〇
自
生
コ
シ
ア
ブ
ラ
は
次
の
事
項
に

関
し
て
出
荷
・
販
売
の
自
粛
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
町
内
産
を
町
内
で
出
荷
販
売

②
町
内
産
を
他
市
町
村
で
出
荷
販

売
③
他
市
町
村
産
を
町
内
で
出
荷
販

売
（
理
由
）

・
過
去
に
県
内
で
基
準
値
を
超
え
る

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
た

め
・
放
射
性
物
質
が
特
に
検
出
さ
れ
や

す
い
山
菜
の
た
め

　
西
川
町
が
培
っ
て
き
た
山
菜
・
き

の
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
自
生
山
菜
を
直
売
所
等
で
販
売

す
る
際
は
、採
取
地
や
出
荷
者
の

検
査
結
果
等
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

〇「
自
生
山
菜
」の
販
売
時
は
食
品

表
示
法
に
基
づ
き
、産
地
の
市
町

村
名
の
記
載
に
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
詳
細
は
西
川
町
H
P「
自
生
山
菜

の
採
取
・
販
売
等
に
関
す
る
注
意

喚
起
/
自
生
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
出

荷
・
販
売
自
粛
の
お
願
い
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〇
山
菜
・
き
の
こ
採
取
の
際
は
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
み
ど
り
共
創
課
森
林
活
用
係　
　

(奥
山
)

 

☎
0
2
3
7
‐
8
4
‐
０
０
２
７

薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置

　

を
支
援
し
ま
す
！

　
森
林
資
源
の
有
効
活
用
や
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
と
地

球
温
暖
化
の
抑
制
を
図
る
た
め
、薪

ス
ト
ー
ブ
等
を
設
置
す
る
方
を
支

援
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
設
備

薪
ス
ト
ー
ブ
、ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ

〇
補
助
対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
、も
し
く
は
引

っ
越
し
予
定
の
方
の
う
ち
、住
宅

や
事
務
所
等
に
令
和
８
年
度
内

に
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
者
。

〇
補
助
対
象
設
置
場
所

　
町
内
住
宅
、町
内
事
業
所

〇
補
助
対
象
経
費

　
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
購
入
費
お
よ

び
設
置
費
な
ら
び
に
煙
突
等
の

配
管
に
係
る
経
費

〇
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以

内　
(上
限
10
万
円
）

※
た
だ
し
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨

て
〇
申
請
方
法
等

申
請
書
に
設
置
す
る
ス
ト
ー
ブ

の
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、工
事
見
積

書
の
写
し
、設
置
場
所
の
写
真
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、み
ど
り
共
創
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、町
H
P
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

町
H
P
は
こ
ち
ら
！

2１



問
み
ど
り
共
創
課
森
林
活
用
係

　
（
奥
山
）　 

☎
０
２
３
７‐８
４‐０
０
２
７

西
川
町
歴
史
文
化

  

資
料
館　

開
館

　

古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
要
所
と

し
て
栄
え
た
西
川
町
の
歴
史
と
文

化
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財

な
ど
を 

保
存
・
展
示
す
る
西
川
町

歴
史
文
化
資
料
館
を
開
館
し
ま
す
。

◯
開
館
日
時
：

　
５
月
１
日（
金
）

　
～
11
月
30
日（
月
）

　
９
時
30
分
～
16
時

◯
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日（
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◯
入
館
料
：
無
料

 

問 

西
川
町
歴
史
文
化
資
料
館

 

☎
0
2
3
7
‐
8
4
‐
7
3
9
0

 

問 

観
光
課
観
光
施
設
係（
阿
部
）

 

☎
0
2
3
7
‐
8
4
‐
0
5
6
6

か
わ
ど
い
亭
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
！

 　
西
川
町
の
名
物
料
理
を
ご
提
供

し
ま
す
！

　

地
元
の
お
母
さ
ん
方
が
季
節
の

味
わ
い
を
楽
し
め
る
御
膳
料
理
や

喫
茶
・
軽
食
を
提
供
す
る
食
堂
で

す
。

（
御
膳
料
理
は
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
）

◯
営
業
時
間
：
５
月
１
日（
金
） 

～ 

11
月
30
日（
月
）

毎
週
金
・
土・日
曜
日

10
時
30
分
～ 
14
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
：
13
時
30

分
） 

⃝
定
休
日
：
臨
時
休
業
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◯
企
画
展
の
ご
案
内「
川
土
井
村
の

理
想
郷
構
想 

義
務
造
林
展
」

〜
植
林
で
目
指
す
の
は
無
税
の

村
？
！
〜

◯
展
示
期
間
：
５
月
１
日
〜
７
月

31
日

問 

か
わ
ど
い
亭

☎ 

0
8
0
‐
2
8
3
9
‐
5
6
7
8 

問 

観
光
課
観
光
施
設
係

☎ 

0
2
3
7
‐
8
4
‐
0
5
6
6

令
和
８
年
度
山
形
県

立
自
然
博
物
館
オ
ー
プ

ン
の
ご
案
内

　
今
年
度
で
創
立
35
周
年
を
迎
え

る
山
形
県
立
自
然
博
物
園
が
５
月

１
日（
金
）に
自
然
博
物
園
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◯
期
日　
５
月
１
日（
金
）

◯
時
間　
９
時
15
分　
受
付

             

９
時
30
分　
開
始

◯
場
所　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◯
フ
ィ
ー
ル
ド
案
内　

　
10
時
開
始
～
正
午

問 
山
形
県
立
自
然
博
物
園

☎
0
2
3
7
‐
7
5
‐
2
0
1
0

令
和
８
年
中
の

　

交
通
事
故
件
数

　

令
和
8
年
１
月
か
ら
3
月
ま
で

に
寒
河
江
市
、西
村
山
郡
で
起
き
た

交
通
事
故
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4
月
に
入
り
、新
規
ド
ラ
イ
バ
ー
が

増
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。運
転

に
不
慣
れ
な
方
へ
の
思
い
や
り
を
持

ち
、事
故
減
少
を
目
指
す
た
め
に

も
、ゆ
ず
り
あ
い
の
運
転
を
心
が
け
、

安
全
運
転
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

総
務
課
危
機
管
理
係（
近
藤
）

☎
0
2
3
7
‐
7
4
‐
4
4
0
4

事故件数 死者数 負傷者

件数 増減 人数 増減 人数 増減
山形県 670 +45 ２ -２ 792 +61
西川町 4 +4 0 0 4 +

内高速 0 0 0 0 0 0
寒河江市 38 +1 0 0 41 -1
河北町 11 +3 0 0 14 +2
朝日町 2 -2 0 0 3 -2
大江町 1 -1 0 0 1 -2
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春
季
消
防
演
習
の

  
お
知
ら
せ

　
西
川
町
消
防
団
に
よ
る「
春
季
消

防
演
習
」を
下
記
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。下
堀
会
場
で
の
火
災
防
ぎ
ょ
訓

練
や
分
列
行
進
、保
育
園
児
の
パ
レ

ー
ド
も
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◯
期
日　
　
４
月
26
日（
日
）

◯
参
加
者　
西
川
町
消
防
団
員

◯
内
容　
　
下
記
の
と
お
り

◯
注
意
事
項

①
訓
練
に
伴
い
下
堀
交
差
点
付
近

の
県
道
と
町
道
の一部
が
9
時
30

分
か
ら
11
時
40
分
ま
で
時
間
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。特
に
近
隣

の
皆
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
状
況
・
都
合
等
に
よ
り
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

総
務
課
危
機
管
理
係（
近
藤
）

☎ 

0
2
3
7
‐
7
4
‐
4
4
0
4

4１



丸
山
薫
記
念
館

   

開
館
式
の
お
知
ら
せ

  

第
二
次
大
戦
中
に
岩
根
沢
に
疎

開
し
、岩
根
沢
の
生
活
や
風
景
を
題

材
に
、多
く
の
詩
集
を
残
し
た
詩

人
・
丸
山
薫
記
念
館
開
館
式
を
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◯
期
日　
4
月
24
日（
金
）

            

10
時
～

◯
場
所　
丸
山
薫
記
念
館
内

◯
事
前
申
し
込
み　
不
要

問 

西
川
町
ま
な
ぶ
課
生
涯
学
習
係

　
（
横
川
）

☎ 

0
2
3
7
‐
7
4
‐
2
1
1
4　

自
然
散
策
と
詩
を
読

む
会
４
月
開
催
の
お
知

ら
せ

　　
詩
人
・
丸
山
薫
が
愛
し
た
仙
境
・

岩
根
沢
の
自
然
を
愛
で
な
が
ら
の

散
策
や
詩
を
朗
読
す
る
催
し
を
開

催
し
ま
す
。

◯
日
時　
4
月
25
日（
土
）

　
9
時
30
分
集
合
出
発

◯
場
所　
丸
山
薫
記
念
館
前
～

岩
根
沢
地
内

（
2
時
間
程
度
の
散
策
）

◯
テ
ー
マ　

　
『
沢
鳴
り
の
音
』を
聞
き
に
…

◯
参
加
費　
3
0
0
円

◯
事
前
申
し
込
み　
不
要

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、散
策
の
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 
自
然
散
策
と
詩
を
読
む
会

 
運
営
委
員
会（
代
表　
飯
野
哲

子
）

☎ 

0
2
3
7
‐
7
4
‐
4
7
6
6

お
し
ど
り
金
婚
さ
ん　
　

顕
彰
該
当
者
の
み
な
さ

ま
へ

　
山
形
新
聞
社
と
西
川
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
は
、結
婚
50
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
顕
彰
す
る

事
業
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。今

年
は
、昭
和
51
年
に
ご
結
婚
さ
れ
た

ご
夫
婦
が
対
象
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、5
月
8
日

（
金
）ま
で
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問 

西
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

    

事
務
局

   （
西
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

役
場
で
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
の
更
な
る

推
進
を
図
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て

ク
ー
ル
ビ
ズ
と

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

エ
コ

オ
フ
ィ
ス

実
施
中
！
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町
営
住
宅
入
居
者

　

募
集
中

　　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
み
ど
り
住
宅
は
４
月
１

日
か
ら
単
身
の
方
で
も
入
居
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
住
ま
い

を
お
探
し
の
場
合
は
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
募
集
物
件

み
ど
り
住
宅
Ａ
棟（
2
L
D
K
）１
戸

み
ど
り
住
宅
Ｄ
棟（
3
L
D
K
）１
戸

み
ど
り
住
宅
Ｆ
棟（
1
L
D
K
）１
戸

せ
せ
ら
ぎ
住
宅（
3
L
D
K
）１
戸

コ
ー
ポ
睦
合（
2
L
D
K
）２
戸

コ
ー
ポ
睦
合（
3
D
K
）２
戸

◯
応
募
期
間　

随
時（
空
室
が
な

く
な
り
次
第
終
了
）

◯
申
込
方
法　
町
H
P
か
ら
必
要

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、建
設
水
道

課
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

◯
詳
細
は
町
H
P
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

建
設
水
道
課
管
理
係

☎ 

０
２
３
７
‐
7
４
‐
４
１
２
０

﹁
憲
法
記
念
行
事
無

料
法
律
相
談
会
﹂
の
実

施
の
ご
案
内

　
◯
開
催
日
時

　
５
月
13
日（
水
）　
10
時
〜
３
時

◯
開
催
場
所

   

山
形
県
弁
護
士
会
館
山
形
市

   

七
日
町
２
‐
７
‐
10

　
N
A
N
A 

B
E
A
N
S 

8
階

◯
受
付
方
法

  

当
日
会
場
に
て
受
付（
事
前
申
込

み
不
要
）

※
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
。
当
日

申
込
み
状
況
に
よ
り
、受
付
終
了

時
間
を
繰
上
げ
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。

問 

山
形
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎ 

0
2
3
‐
6
2
2
‐
2
2
3
4

不
要
と
な
っ
た
町
が
所

有
す
る
公
用
車
を
売
却

し
ま
す

◯
車
両
名　
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン

◯
型
式　
D
B
A
-
G
R
S
2
0
1

◯
初
度
登
録
年
月　

　
平
成
23
年
11
月

◯
累
積
運
転
距
離

   

1
7
0,
9
7
5
k
m　

◯
見
積
提
出
期
限　

　
5
月
15
日（
金
）17
時
ま
で

◯
売
却
最
低
価
格　

　
28
万
円（
消
費
税
相
当
額
込
み
）

◯
そ
の
他　

公
募
の
詳
細
や
見
積
書
用
紙
等

提
出
書
類
は
総
務
課
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
状

渡
し
に
な
り
ま
す
の
で
、車
両
の

確
認
が
必
要
な
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
総
括
係 （
木
島
）

☎ 

0
2
3
‐
7
4
‐
4
4
0
2
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Event  
calendar 5

1 金 ・山形県立自然博物館オープン
・西川町歴史文化資料館オープ
ン
・かわどい亭オープン

2 土

3 日 ・憲法記念日

4 月 ・みどりの日

5 火 ・  町民健康温泉の日
・こどもの日

6 水 -振替休日-

7 木

8 金 ・人権擁護委員来園・じゃがいも植
え（にしかわ保育園）

9 土

10 日

11 月

12 火 ・第2回学校運営協議会
・身体測定・５月誕生会
（子育て支援センターぽっかぽ
か）

13 水

14 木 ・喫茶ケアハイツ西川
（ケアハイツ西川９：30~）

15 金 ・道の駅にしかわ春の山菜まつり
（道の駅にしかわ）
・全日本コブ選手権大会（月山対
決）（月山スキー場）

・民生児童委員・端午の節句交
流（にしかわ保育園）

16 土 ・第７回ONSENガストロノミー
 in西川町

17 日 ・第55回西川町壮年親善
 ソフトボール大会

（町民グラウンド）
18 月

19 火

20 水

21 木 ・  町民健康温泉の日

22 金 ・西川中学校　体育祭
（西川中学校）

23 土 ・西川小学校　運動会
（西川小学校）
・自然散策と詩を読む会

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

30 金

31 土
※行事は中止・延期となる場合もあります。
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野の花を見ながら、田んぼの土手を歩いたり、おしゃべりをしたり・・・
岩根沢地域のボランティアメンバーが皆さんを岩根沢の自然の中にご招待しま
す。

自自然然散散策策とと詩詩をを読読むむ会会ののごご案案内内

丸山薫という詩人が戦後、仙境・西川町岩根沢に住んでいました。
岩根沢の自然・人々を詩で表現した作品を多く残しました。自然の中で、
詩も朗読します・・・とても新鮮です。

４４/２２５５（（土土））
『『沢沢鳴鳴りりのの音音』』をを
聞聞ききにに・・・・・・

春の喜びを感じさ
せる沢鳴りの音

午前９時３０分 丸山薫記念館前 集合出発
参加費 各回３００円
２時間程度の散策です。事前申し込みは
不要です。ぜひお気軽にご参加ください。
天候などにより散策の内容を変更する場合が
あります。
団体へのご案内もいたしますので、日時等を
お知らせください。

自然散策と詩を読む会運営委員会
代表：飯野哲子（自宅電話番号0237-74-4766）

５５/２２３３（（土土））
要要害害森森楯楯跡跡ままでで

のの散散策策

姫シャガとチゴユリ
山々の絶景と
新緑のまぶしさ

７７/２２５５（（土土））
岩岩松松寺寺とと紫紫陽陽花花

お母様の御位牌が
ある岩松寺に咲く
紫陽花に会いに

８８/２２２２（（土土））
龍龍神神沼沼へへ

夏の終わりの
佇まい

９９/２２６６（（土土））
郵郵便便局局へへのの
道道をを散散策策

秋の訪れを探し
丸山薫の通った道

１１００/２２４４（（土土））
要要害害森森楯楯跡跡
ままででのの散散策策

山々の紅葉を
ゆっくり味わう

６６/２２７７（（土土））
龍龍神神沼沼へへのの散散策策

沼に住む龍が空
に・・・神秘的で緑
の映える場所へ

令令和和８８年年度度


